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一
寝覚物語の伝本は、三巻本といい、五巻本といい、いずれも
中間部と末尾とに、大量の欠巻が生じているが、その内、末尾欠巻部の内容をうかがわせる資料としては
無名草子・拾遺百番歌合・風葉和歌集・夜寝覚抜書・寝覚物語絵巻・伝慈円筆大六半切 伝後光厳院筆六半切
などがある。しかして、最後の伝後光厳筆切は、比較的近年になって、寝覚の断簡であることが判明し
（1
（たもので、現在一五葉
ほどの切の存在が報告されているが、本稿では、これについての言及は避け、 『寝覚物語欠巻部資料集
成
（2
（
』に三葉ほど紹介さ
れている伝慈円筆切の新出断簡について紹介することを主目的とし、併せて、斎宮という登場人物 、若干の考察 試みてみる次第である。
二
今回新たに出現した切について、書誌を記せば、大きさは縦
が二〇・八センチの、横が一七・九センチで、一面十三行詰。料紙は鳥の子で、書写年代は鎌倉の初期から中期。伝称筆者は、朝倉茂入の極めに 慈鎮和尚となっているが、無論、何か確証があってのことではない。全文を翻刻すれば、次のとおり（巻末図版参照） 。
伝慈円筆『寝覚物語』切の出現
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1　
申さむかたなけれは御心もゆるされてふと申
2　
いてんもいとゝはゝかりあれは心はた か侍らむこ
3　
と〳〵しきゝはの人 おもふによに侍らしとこたへ
4　
申給へはかのもやにあやしうそらめにやあ む
5　
めつらしきさま たる人 ふとみえつるはとの
6　
給まゝになみたのさしくみ給をされはよといみ
7　
しういとをしけれはこと〳〵にきこえまきらは
8　
してやみた ひぬとの せむさいくうに御たいめ
9　
むあり 心よりほかになからへすこすや 侍
10　
れとゝをさかりまかるまゝにもいふかひなうなく
11　
さめらる 時のさもなくいよ〳〵心にも ゝおほ
12　
えま ら 侍れはかくてもいとなから くゝ
13　
のとやかにをこなひの たにおもふきぬへくお ひ
以上のごとくであるが、新出断簡の内容の検討に入る前に、
既知の断簡三葉と、新出断簡（これを断簡四と呼ぶ）の物語展開上の順序は、私見によれば、以下（断簡番号は『資料集成』による） ようになろうかと思われるので、話の都合上、断簡二の内容からみてゆくことにする。
断簡二→断簡四（新出）→断簡一→断簡三三
さて、断簡二は、蘇生後出家して世間から身を隠していた寝
覚上を、真砂とおぼしき人物が発見する場面で、これは絵巻の第一図の内容に該当するものであるが、絵巻の第一図の詞書は今は失われて伝存しなので、そ 意味でも 当該断簡の存在は貴重である。以下の引用は、 『資料集成』による。なお、傍線は本稿において、新たに付 たもの。
　
けだかく、しうとくなるさましたり。そのかたはらにそ
ひて
そばみたる
人は、わづかに廿四、 五におよぶほどゝみ
えて、いとわかうゝつくしげに、ひたいがみもゆく〳〵とふさやかにそぎかけられたる、つらつき、かたわらめ、いひしらずいみじき人なめりとめもをどろかるゝに、 があけくれこゝろに けて、こひし
（３）く思ひきこゆるむかしのお
もかげと、ふとおもひいでらるゝ心ちして、きりふたがるなみだをかきはらふほど、かぜのあらゝかにふきて、き丁…
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3行目「ゆく〳〵と」は、おそらく「ゆら〳〵と」の誤写で
あろう。さて、 「けだかく、しうとくなるさま」 （気高く、宿徳なるさま）をし いる人とは、寝覚上にとっては叔母にあたる斎宮のことであろう。この斎宮については、後にまた触れる予定。そして、 「そのかたはらにそひてそばみたる人」 というのが、わが主人公寝覚上のことと思われる。では、この二人を垣間見ている人物はといえば、断簡四および断簡一にも登場する真砂であろう。この死んだと かり思われていた寝覚上を真砂が発見するとい 、劇的な場面が展開している場所は いえば、父入道の住む広沢の邸かと推測される。
ところで、問題となるのは、この断簡二の場面で、寝覚の上
はすでに出家していたと、稿者などはみているわけであるが、大槻福子氏は、そ 著『 『夜の寝覚』の構造と方
法（４）
』
の中で、
寝覚上のヘアー・スタイルが尼にはふさわしくない みて、この時 はいまだ出家はしていなかったと主張 のだが、浜松中納言物語巻二の、尼姫君につ ての描写に、以下、傍線を引いた箇所のように、寝覚上の描写 酷似する場面があることは、この際、注意しておいてよかろう（引用は新編日本古典文学全集による） 。
　
昼はさりとも、とうち解け給へるに、姫君言はむかたな
うあさましうおぼされて、まぎらはさむかたもなければ、ただ ちそばみてゐ給へるを見聞こえ給へば、花のにほひも立ちまさりて、あざやかにけ高う、あいぎやうづき給へりし人の髪は、居丈に らむ し、ゆらゆらとそぎ けられて、五重 扇などを広げた 心地して、なほ とたをたをと、あくまであてにな めきて、額髪のはなやかにかかれるに、
はづれたるつらつき、
かたはら目、かくてしも、
さまことに、うつくしげなることまさりにけるこそ、と見えて…
この浜松の尼姫君の描写との類
（５）似からして、前引断簡二の寝
覚上も、この時すでに出家していたとみて差支えなかろう。
四
断簡二に見られる劇的な場面からいくほども経ずして、真砂
は父内大臣（末尾欠巻部では右大臣）を伴って、寝覚上に面会を申し入れたようである。前述新出 断簡四は、そうした場面
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かと推測される。
1・
2行目は、断簡の冒頭部なので、意味がとりにくいが、
相手の寛大な御心に甘えて、 唐突に （母上はこちらにいらっしゃいますでしょうか）というようなことを申し出るのも、遠慮されるので、といったほどの意であろうか。
次の「心はたれか侍らむ」は、真砂の発言であろうが、これ
がまた理解しがたい一文である。そこ 、仕方がないから、思い切って誤写説を導入したい。この部分は本来 「 ゝは」 とあったものが、 「こゝろは」と誤写をし、そしてある段階で「心は」と漢字が当てられるようになったのではないか。したがって、この箇所は「ここは、どなたがいらっ ゃるので ょ か」といったほどの意味になろうかと思われる。これなら前後の文脈と矛盾はしまい。
それに対して
3行目で寝覚上は答える（無論物越しにか侍女
を介してであろうが） しかるべき身分 人は、 ここにはいらっしゃいません」と。
4・
5行目で真砂はなおもくいさがる。 「あ
の母屋のところで、不思議なことに私 見間違いでしょうか尼姿 方をお見かけしましたが」 それを受けて
6～
8行目、
寝覚上は「やっぱり見られたのだわ 、真砂 とがい おしく思われるので、言葉を濁して、その場は済まし し った、
というのであろう。
8行目「とのは」以下、場面が転換する。この「殿」は真砂
の父親、すなわち寝覚上の夫にあたる人物である。彼は真砂とは別行動をとっていて、この邸の住人斎宮と面談し、寝覚上死後の自己 つらい胸中を綿々と訴える。それが
9～
13行目にか
けてで、 「不本意にも生きながらえて、寝覚の死から月日が立つにつけても、心の慰む時もなく、いよいよもって苦しみばかりがまさり、こんな状態では日々も過ごしにくく、心 ど に仏道修行の道にも進みたく…」と。
結局、寝覚上との対面を果たすことができなかった、いいか
えれば寝覚の生存を確認 きなかった真砂 内大臣は、悄然としてこの場を立ち去ることになるのだが、ここでも、斎宮が登場することに注意をしておきたい。
五
この断簡四の後を受けるのが、断簡一である。以下にそれを
引いておこう。
　
おもひきこえてしを、中納言のたちつゞきたるなまめか
85
しさ、なつかしさ、こまやかなるにほひなど、やゝたちまさりてみゆるを、さま〴〵とをく までうちみやられ、人やりならずか しきにも 「なぞや、わろのこゝろ 。いまはかく思ふべきことか」とせめておぼしをちて、さい宮の御をこなひに御返にいらせ給て、つねよりも こなひあかし給に、君たちのおもかげは、なを身をはなれず。　　
 我ながらゆめかうつゝかとだにこそさめてもさめぬよにまどひけれ
　　
御をこなひのひまには、ちご宮のかぎり くをよすげまさりたまふを、こひしく、おぼつ なくおもひきこえ給。御かたみには、かぎりなう思ひかしづきゝこへ
この「中納言」とは、 真砂のことであるが、 「たちつゞきたる」
といい、 「やゝたちまさりてみゆる」というのだから、 ここには、真砂のほかにもう一人人物がいることになるわけだが、これは大槻氏も指摘
（6
（
するように、真砂の父内大臣であろう。今回の新
出断簡によっても、そのことは首肯されよう。
場面は、寝覚との再会が叶わなかった父子が、悄然とこの邸
を立ち去ってゆく後姿を見つめながら悲嘆にく る寝覚の上の心中 描く。文中「人やりならずか しきにも」と うのは、
断簡四にもあったごとく、真砂の申し出を自ら拒否してしまったことをいうのであろう。 「今さらみっとっもない、親子の情に心惹かれるなんて」と、しいて気をおちつかせようと努める寝覚上。そ で、斎宮 お勤めの御供（ 「御返」は「御供」の誤写か）をして自らも修行に努めるが、心はついつい子供の面影を追い求めて まう。歌は「今の自分の置かれた状況が夢なのか現実なの 、出家をして 、なお、俗世にあった時 ように迷い ら覚めないことだよ」と ったほどの意か。「御をこなひのひまには」以下は、本稿の趣旨からはいささかはずれるので、言及は避けたい。ただ この「ちご宮」については、米田明美氏に用意周到な
（7
（論があるので、それを参照さ
れた 。本稿としては、この断簡でも、ま また斎宮が登場してきていることに大方の注意を喚起しておきたい。
六
以上、本稿では、伝慈円筆切の新出断簡（断簡四）を紹介す
るとともに、併せてその前後に位置すると思われる断簡二と一とについて 、若干のコメントを加えてきた。そ 際 斎宮という人物の存在について、再三注意 喚起しておいたが そも
86
そもこの斎宮とは、いったいどんな人物なのか。これについては、現存本巻四に、偽生霊事件ですっかり嫌気がさした寝覚上が父入道の広沢 邸 逃げ込んで来た時に、次のように紹介されている（引用は新編日本古典文学全集による） 。
　
昔おはせしかたには、入道殿の一つ御腹の女二宮と申し
しは、斎宮にぞ居たまひしかど、代はりたまひにし後、きこえをかす人あまたあれど、ことのほかにおぼし離れて、世を背かせたまひにけるが、京の宮も焼けにければ、同じ山水の流れももろとも きこえかはいたまひて、この三年ばかりは、ここにぞおはしましける。浅くはあらざり ん御罪も残 あるまじく、行ひす ておはしますを、うらやましく見たてまつらせたまひて、御対面どもあり。
寝覚にとっては父にあたる広沢の入道の姉妹であり、そうし
た縁で、ここ広沢の邸に住んでいるわけだが、この斎宮、この後にも、現存本で
六
（8
（度
ほど登場するが、登場するといっても、
寝覚の言動との関連 名前が出てくると うだ のことで、宮自身が何かをいったり、したりしたというわけではけっしてない。つまりは、現存本によるかぎ は、いっこうに活躍する
気配を見せていないのである。そんな人物が末尾欠巻部に到って、俄然活躍の跡を見せるのである。蘇生後の寝覚上を匿って、出家の志 遂げさせたり、おまけに、内大臣の悩みの相談役になるなど、現存本を読むかぎり、いったいだれが彼女のこの活
（9
（躍ぶりを予想しえたであろう。
この現存本と末尾欠巻部とにおける斎宮の役割の落差を、わ
れわれはどのように理解したらよいのであろうか。一つは、現存本巻五までで、作者はいったん筆を置き、その後、構想を新たにして、末尾欠巻部分を書き継いでいったとみるべき 、それとも、現存本の斎宮につい の少な 記述 伏線とし、末尾欠巻部で大いに活躍させた、と う であろうか。もし後者であるとしたなら 巻四 斎宮 つい の簡単な紹介文の箇所で、すでに作者はあの複雑な末尾欠巻部を構想しえて たということになろう。
これら一連の断簡に接するまでは、 稿者はどちらかというと、
前者の線で理解していたのであるが、今後は、後者の可能性も考えてみる必要が出てきたといえよう。（注）（
1）　
横井孝「 『夜の寝覚』末尾欠巻部断簡の出現」 （ 『王朝文
87
学の古筆切を考える』 （武蔵野書院、平成二十六年）
（
2）　
田中登ほか『寝覚物語欠巻部資料集成』 （風間書房、平
成十四年）
（
3）　「こひしく」の一語が、 『資料集成』では脱落しいていた。
ここに謹んで訂正する次第である。
（
4）　
大槻福子『 『夜の寝覚』の構造と方法』 （笠間書院、平成
二十三年）
（
5）　
このことは、早く拙稿「 『夜の寝覚』と『浜松中納言物
語』の作者」 （ 『平安文学論究第十八輯』風間書房、平成十六年）の中で指摘した。
（
6）　
注（
4）に同じ。
（
7）　
米田明美「 「夜の寝覚」末尾欠巻部復元 ちご宮」に
ついて二説」 （ 「甲南女子大学研究紀要
　
文学・文化編」第
四十三号、平成一九年）
（
8）　
赤迫照子「 『夜の寝覚』の斎宮―「伝慈円筆寝覚物語切」
一葉を糸口に―」 （ 『古代中世国文学』二十三号、 平成十九年）
（
9）　
斎宮の存在に注目した論に
8）の赤迫論文がある。
 
　（たなか
　
のぼる／本学教授）
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